第４学年　特別活動(学級活動)　学習指導案
1.  目標　　　
　・地震発生の日時や土地等の状況が、被害の種類や大きさに関係することを理解する。
　・東京で大きな地震が発生した時の被害を予測し、命を守る行動について考える。
2.  題材について
　　１・２時間目では、過去に起こった地震について調べ、発生場所や時間によって二次災害の種類が違うことを理解させる。３時間目の授業では１・２時間目の学習を生かし、東京都の地形の特徴や地域特性に着目させ大きな地震が起きた際の被害を予測する。そして、被害を少なくするために自分ができる行動を考えられるようにする。社会科見学では「そなエリア東京」という防災体験学習を行うことができる施設に行き、首都直下地震の発生から避難までの一連の流れを体験したり、過去の地震の映像を見たりする。本時では、「そなエリア東京」での学習を生かし、地震の被害に対してどのような行動をとったらよいのか、どのような備えをしたらよいのかを考える。
3.  つながりを意識した指導の工夫

　　防災体験学習施設「そなエリア東京」では、地震直後のけがを防止するために事前に懐中電灯やスリッパを用意しておくこと、東京消防庁立川都民防災教育センター「立川防災館」では、高層ビル街にいた際に地震が起きたらビルの中に入ること等、地震に対する備えや避難行動について情報を得た。これらの専門的知識や情報をもとに授業を組むことは、児童に正しい知識を身に付けさせることにつながる。
４.　指導計画　
	時数
	学習活動

	　　１・２
（学級活動）
	過去の地震について調べ、場所によって二次災害の種類が違うことを理解する。

	３

（学級活動）
本時
	東京都で大きな地震が起きた時の被害を予測し、回避行動などを考える。


５．本時の展開（３／３時）
(１)ねらい
東京都の地形や特徴を踏まえて、被害を予測し、自分の命を守る行動について考える。
(２)展開

	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点（■評価　◆教材等））

	1. 東京都では、３０年以内に７０％の確率でＭ７以上の地震が起こるとされていることを知る。　　

2. 東京都の地形や特性からどのような被害が起こるか予測し発表する。
· 東の地域は海が近いから、津波も来る。

· 西は山が多いから、土砂崩れの可能性がある。
· 東の方では液状化も起きる。
· 建物が倒壊し、火事が起こることも考えられる。
· たくさんの物が落ちてきたり倒れてきたりして、道路も歩けなくなる。
3. 被害に対しての回避行動などを考え発表する。
・　海の近くにいたら津波が来るかもしれないから高いところに避難する。

· ビルがいっぱいのところでは、ガラスが割れて落ちてくるかもしれないから、建物の中に入る。
· 火事になるかもしれないから、揺れが止まってから火を消そう。
· 避難経路をいくつか知っておいたほうがいい。
· 家具を固定しておく。
· 家族の人と集合場所を決めておこう。
· １７１災害用伝言ダイヤルのかけ方を練習しておこう。
· 家に消火器をおいておこう。
4. 発表したものを「回避行動」と「備え」に分類し、まとめる。
5. 本時の学習を振り返る。

	· 防災ブック「東京防災」のを活用する。
· 東京都の土地利用の分かる地図
· ワークシート
· 社会で学習した東京都の地形の特徴を確認する。
· 前単元や地図から東京で起こりうる被害について考えさせる。
· 今までの学習を思い出し、根拠を入れて予測を出させる。
· 大きな地震が発生したときの東京都の被害を予測している。
· 自分の命を守るためにどのような行動をするのか考えている。
· ワークシート

· グループで話し合う。


第４学年　学級活動（災害安全）　　　　　　　　　　　場所　４-２教室





過去の地震から学ぼう





　　　　　　　　　　　　　　２組　22名　指導者　山口　恵美子











首都直下地しんでの被害について予測し、回避について考えよう。

















